
＜日本史探究®> 旧石器時代® 教和書：P.8
回B石器時代‘とは
( (1. )を主に使用し、 (2. )出現以前の (3.
生活をしていた詩代‘を（ム ）時代‘と心。坦質学上は（5
(6 )配‘．慰褪詞t‘とも呼ぶ‘こともある。

(1)IB石蓉細‘に用い却た石器は？ ( } 
1(2) 旧石器時代‘の人々がしていた生活は？ ( 
(3) 縄文時代以前の文化は縄文文化に先行すること力ち、先縄文文化ャ何と呼
ばれるが？ ( ）文化

）捻
)I滋翁。

@1q妬年に（7. )が (8. )無の (9. )起 1 を格据した
ことによって、 1q49年に 18石器文化の存在が註明された。 9は ({0. )層
応発昆された。q以外にも (II. )県の (12. )遣鉱なとも18石器文化の遣蹴

(1)8本の旧石蓉文化の存在を証明することとな某群馬照の遣甜,i?
() 

回18石君文化
①18石筈時代の人々は (13. )と植物1鯰食料を（作 ）する生活を送って
疇。 13には (lb.. )ゃ (16. )なとを木な殴藩嘩I~つけビ涌
謙ぃ寸ウマンリ巧なとの大型動物を捕らえ蕊。 ど打製石害と使用法

言l: )]→〖 ([8坦獣：咆 ¢I(Iq［＝君妃レイト）［芦付
叩鯰·t諒如碑嘩 罪讀jる (1o. ) 

(I) 18石器時代‘の石蓉の種類を和ぞれ写尤記）。 しとつ
醗石器( )/t]J断機能をもつ→（ ）／屁侠用・( ) 

◎醗器時応沫期にI~(2(. )匹餌露虚石涅が広ま某。長さ3I\,#
叩 (22. )を不噸街の為にはなんで使加た。 和？竺こごこ］
こ(J)石涅飢吏切曰即誼冨 )詩代と呼心立釦姦⑳詩期の盤踏
として北海道の直 汲配郎が有名で大量•の 21 が出土した。

(I) 旧石君時代‘の末胴に現れた小型の石器を何と＼＼グ？
(2) (I) は何を組叶合わせた石塞のこと力‘?
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